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市
長
選
挙
後
初
の
議
会
、
２
月
市
会
が
終
了
し
、
15
年
度
通
年

議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。

　
福
島
原
発
事
故
か
ら
５
年
目
を
迎
え
る
直
前
の
３
月
９
日
。
大

津
地
裁
は
、
稼
働
中
の
原
発
を
止
め
る
と
い
う
初
の
司
法
判
断
、

高
浜
原
発
３
・
４
号
機
運
転
差
し
止
め
の
仮
処
分
決
定
を
出
し
ま

し
た
。
決
定
は
「
福
島
事
故
の
徹
底
し
た
原
因
究
明
が
な
く
、
新

規
制
基
準
は
安
全
性
の
根
拠
と
な
ら
な
い
」「
避
難
計
画
も
視
野

に
入
れ
た
規
制
基
準
が
望
ま
れ
る
」
と
指
摘
。
住
民
の
「
過
酷
事

故
が
起
き
れ
ば
平
穏
で
健
康
に
暮
ら
す
人
格
権
が
侵
さ
れ
る
」
と

い
う
訴
え
を
認
め
た
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
画
期
的
な
状
況
を
つ

く
り
だ
し
た
の
は
、「
原
発
ゼ
ロ
・
再
稼
働
反
対
」
を
雨
の
日
も

風
の
日
も
粘
り
強
く
訴
え
続
け
て
き
た
世
論
と
運
動
の
力
で
す
。

　
党
議
員
団
は
、「
世
界
最
高
水
準
と
い
わ
れ
る
規
制
基
準
を
厳

格
に
適
用
」
と
あ
く
ま
で
再
稼
働
容
認
の
立
場
に
固
執
す
る
市
長

の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
３
月
24
日
、
市
役
所
前
に
は
、「
不
本
意
入
所
」「
保
育
園
増
や

し
て
」
と
い
っ
た
ボ
ー
ド
を
掲
げ
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
お
母
さ
ん

た
ち
が
集
ま
り
、
涙
な
が
ら
に
希
望
の
保
育
所
に
入
れ
な
い
実
態

を
訴
え
ま
し
た
。
京
都
市
は
実
際
の
待
機
児
童
数
に
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
認
可
保
育
所
増
、
保
育
士
の
待
遇
改
善
に
直
ち
に
ふ
み

だ
す
べ
き
で
す
。

　
7
月
の
参
議
院
選
挙
は
、
平
和
で
安
心
し
て
く
ら
せ
る
社
会
、

子
育
て
で
き
る
社
会
に
転
換
す
る
チ
ャ
ン
ス
。
日
本
共
産
党
市
会

議
員
団
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
全
力
で
が
ん
ば
り

ま
す
。

世論と運動が政治を動かしている
₃ 月₁2日 バイバイ原発パレード
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徹底した 「行財政改革」 で
 市民サービス 切り捨て

市民合意のない
事業ゴリ押し
新たな
ムダづかいも

2016年度

京都市予算の特
　２月予算市会で党議員団は、代表質問や市長総括質
疑を通じて、門川市長の３期目初年度の予算につい
て、根幹となる「京

みやこ

プラン後期実施計画」の実態・問
題点を明らかにし、見直しと撤回を求めました。

2016年度予算で―

2016年度予算で―

京
みやこ

プラン後期実施計
画（ 5 年間）で

◦ 市営保育所（錦林・砂川）を

 廃止・民間移管
◦  児童福祉センター・リハビリセンター・
こころの健康増進センター

3 施設の合築化推進
◦ 大宮消防出張所の廃止方針を発表
◦ 福祉関係を含む事業見直しで

 41億円削減
◦ 市民サービス低下につながる

 123人の職員削減

◦ 京北地域で、
 学校統廃合・小中一貫校整備
◦ 二条城の景観を壊す
 第 2 駐車場計画
◦ 南部クリーンセンターに
 展望台（2億5000万円）
◦ 他都市でトラブルつづきの
 バイオガス化施設（最大30億円）
◦ 北陸新幹線・リニア中央新幹線
 の誘致予算を計上

◦ 2019年度までに
 6 保育所の廃止・民間移管
◦  学校跡地などの市有地を民間企業に次々と

　　　　  貸し付け・売却
 ― 公募中のものだけで、150カ所・116万㎡（35万坪）

◦ 福祉予算含む消費的経費を
 　　　　  600億円以上削減
◦ 消防職員95人を含む
 800人の削減

　
西
村
議
員
は
、
今
回

提
案
の
補
正
予
算
に
つ

い
て
、
全
体
と
し
て
、

国
の
地
方
創
生
加
速
化

交
付
金
を
活
用
し
、
自

治
体
の
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
る
内
容
だ

と
指
摘
。
伝
統
産
業
活
性
化
、
不
妊
治
療

助
成
、
障
害
者
施
策
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
、
市
営
住
宅
耐
震
化
な
ど
、
必

要
な
事
業
も
含
ま
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

①
市
会
議
員
と
市
長
の
「
期
末
手
当
」
を

引
き
上
げ
て
い
る
が
、
市
民
の
厳
し
い
生

活
を
考
慮
し
て
い
な
い
（
そ
の
後
、
別
議

案
で
減
額
提
案
）。
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
交

付
事
務
に
係
る
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る

が
、
全
国
で
も
ト
ラ
ブ
ル
続
き
で
あ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の
を
中
止
す

べ
き
。
③
「
二
条
城
東
側
空
間
整
備
」
と

し
て
、
世
界
遺
産
・
二
条
城
の
景
観
を
破

壊
す
る
第
２
駐
車
場
建
設
計
画
が
含
ま
れ

て
い
る
。
④
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第

二
工
場
（
仮
称
）
の
展
望
台
建
設
に
ゴ
ミ

袋
代
の
収
益
を
流
用
し
、
他
都
市
で
ト
ラ

ブ
ル
つ
づ
き
の
施
設
と
同
型
の
バ
イ
オ
ガ

ス
化
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
新
た
な

税
金
の
ム
ダ
づ
か
い
で
あ
り
中
止
す
べ

き
、
と
４
つ
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

市
長
・
議
員
の
報
酬
引
き
上
げ
に
反
対

徴
3
月
2
日   

西
村
よ
し
み
議
員
が
補
正
予
算
に
反
対
討
論
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「市民の声を市政 に」 政治が動いた！
　
２
月
29
日
に
高
浜
原
発
３
号
機
が
緊
急

停
止
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま
し
た
。
そ

の
翌
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
「
審

査
の
結
果
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
判
断
さ

れ
た
も
の
」
と
、
再
稼
働
反
対
を
表
明
せ

ず
、
従
来
通
り
の
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。（
３
月
１
日
、
や
ま
ね
議
員
代
表
質

問
）

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
３
月
９
日
に
、
大

津
地
裁
が
「
高
浜
原
発
３
・
４
号
機
は
運

転
停
止
せ
よ
」
と
の
仮
処
分
を
決
定
し
ま

　「
保
育
所
落
ち
た
」
ブ
ロ
グ
か
ら
、
国
政

を
大
き
く
動
か
す
問
題
に
発
展
し
た
保
育
所

待
機
児
童
問
題
。
市
長
選
挙
で
も
、
門
川
市

長
が
成
果
と
誇
る
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
が
、

実
態
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
は
国
の
基
準
に

も
と
づ
く
も
の
」
と
言
い
訳
し
ま
し
た
が
、

「
数
字
上
の
ゼ
ロ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
」
と

表
明
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
要
求
と
ね
ば
り
づ
よ
い
運
動
の

成
果
で
す
。

　
引
き
続
き
、
応
益
負
担
へ
の
改
悪
方
針

そ
の
も
の
の
撤
回
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
学
生
・
若
者
の
間
で
、
学
生
生
活
と
両

立
が
で
き
な
い
ア
ル
バ
イ
ト
＝
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

　
世
論
の
高
ま
り
と
、
党
議
員
が
繰
り
返

し
改
善
を
求
め
て
き
た
こ
と
を
う
け
、
つ

い
に
京
都
市
が
重
い
腰
を
上
げ
ま
し
た
。

新
年
度
の
事
業
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

内
の
学
生
相
談
窓
口
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

ト
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
業
務
を

新
た
に
始
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
聴
覚
障
害
者
協
会
な
ど
、
手
話
を
必
要

と
す
る
方
々
の
働
き
か
け
で
、
市
会
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
日

本
共
産
党
か
ら
は
玉
本
議
員
が
参
加
、
市

民
の
意
見
を
聞
い
て
練
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
最
終
本
会
議
に
は
、
多
数
の
聴
覚
障
害

の
方
々
が
傍
聴
に
駆
け
つ
け
て
見
守
る
中

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
責
任
者
の

議
員
（
自
民
党
）
が
、
手
話
を
交
え
て
議

案
を
説
明
、
全
会
一
致
で
成
立
し
ま
し

た
。

　
当
初
20
台
分
の
計
画
だ
っ
た
の
を
、
強

い
反
対
世
論
に
押
さ
れ
て
10
台
分
に
計
画

を
縮
小
。

　
党
議
員
団
は
「
10
台
分
が
必
要
に
な
る

の
は
ピ
ー
ク
時
の
１
カ
月
間
だ
け
。
そ
の

間
の
駐
車
場
を
確
保
す
れ
ば
北
西
部
の
第

２
駐
車
場
の
必
要
は
な
い
」
と
市
長
を
厳

し
く
追
及
し
て
い
ま
す
。

高
浜
原
発
３･

４
号
機
は
停
止

今
こ
そ 「
原
発
ゼ
ロ
」 の
決
断
を

認
可
保
育
所
を
ふ
や
し
、

必
要
な
保
育
の
確
保
を

敬
老
乗
車
証
は

今
年
９
月
か
ら
も
、

現
行
制
度
の
ま
ま

ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト

対
策
が
前
進

手
話
言
語
条
例
が

全
会
一
致
で
成
立

二
条
城
の
景
観
こ
わ
す

第
２
駐
車
場
計
画
の

白
紙
撤
回
を

第 ₇ 次署名を市に提出（ ₁ 月 ₇ 日）

し
た
。
今
こ
そ
、「
原
発
ゼ
ロ
」
の
政
治

決
断
を
下
し
、
全
国
す
べ
て
の
原
発
の
再

稼
働
を
中
止
す
べ
き
で
す
。

京都新聞号外（ ₃ 月 ₉ 日付）

京都市の認可保育施設に
入れなかった児童数

 （₂₀₁₅年 ₄ 月 ₁ 日時点）

市が発表した「待機児童」 ゼロ
通勤や保育内容等で特定の
保育園を希望 461
育休・自宅で求職中など
（非該当と判断） 134
幼稚園の預かり保育利用 42

合　　計 637
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山中　渡 議員

山中渡議員は、３月１日に開かれた本会議で、
日本共産党を代表して質問を行いました。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
、個
人
消
費
喚
起
の
経
済
政
策
へ
の
転
換
を

市
民
負
担
増
の
京み

や
こ

プ
ラ
ン
後
期
実
施
計
画
は
撤
回
せ
よ

　
山
中
議
員
は
、
日
本
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
、

こ
の
１
年
間
で
、
実
質
賃
金
は
５
％
減
、
正

規
雇
用
は
２
万
人
増
え
た
が
非
正
規
雇
用
は

1
4
2
万
人
も
増
加
、
10
～
12
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
前
期
比
も
マ
イ
ナ
ス
成
長
な
ど
の
実
態
を
示

し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
全
体
と
し
て
景
気
は
回
復
基

調
に
あ
る
が
、
市
内
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
っ

て
い
な
い
」
と
、
京
都
経
済
の
実
態
を
直
視
し

な
い
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

　
山
中
議
員
は
、「
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
」

で
の
活
性
化
事
業
推
進
も
企
業
誘
致
中
心
で
あ

り
、
破
綻
し
た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
ト
リ
ク
ル
ダ

ウ
ン
と
同
じ
だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

実
効
性
あ
る

中
小
企
業
支
援
を

　
山
中
議
員
は
、
低
賃
金
構
造
を
改
善
す
る
た

め
に
は
、
公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項
を
盛
り
込

む
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
。
ま
た
、
市
内
で
稼

い
だ
所
得
が
市
民
に
分
配
さ
れ
、
市
内
で
消
費

さ
れ
る
、
原
材
料
の
市
内
調
達
、
市
内
再
投
資

の
経
済
循
環
の
た
め
に
、
実
効
性
あ
る
中
小
企

業
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
。
理
念
を
明
確

に
定
め
た
「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の
早

期
制
定
を
求
め
ま
し
た
。

　地方交付税の役割は、自治体が標準的行政サービスを実施した場合
の経費を基準に、地方税等の不足分を算定し、どの自治体にも財源を
保障すること。トップランナー方式は、「行革」等で経費が抑えられ
た自治体（＝トップランナー）の水準を基準として、交付税を低く算
定するもの。

地方交付税の
トップランナー方式

　
副
市
長
は
、「
中
小
企
業
振
興
会
議
を
発
足

さ
せ
、
必
要
な
場
合
は
条
例
に
よ
る
手
法
も
検

討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
山
中
議
員
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
最
大
の
目
的
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
た
め
の
条
件
整
備
を
行
う

こ
と
で
あ
り
、
国
や
地
方
自
治
体
の
中
小
企
業

支
援
策
が
条
約
違
反
と
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
を
表
明
す
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
海
外
進
出
を
目
指
す
中
小
企

業
に
と
っ
て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
と

市
内
中
小
企
業
へ
の
影
響
を
軽
視
す
る
答
弁
を

行
い
ま
し
た
。

市
民
負
担
増
の
京み

や
こ

プ
ラ
ン

後
期
実
施
計
画

　
山
中
議
員
は
、
京み

や
こプ
ラ
ン
後
期
実
施
計
画
で

は
、
社
会
福
祉
関
連
経
費
な
ど
を
毎
年
40
億
円

ず
つ
、
５
年
間
で
6
0
0
億
円
も
削
減
。
さ
ら

に
「
中
期
財
政
見
通
し
」
は
消
費
税
10
％
へ
の

増
税
や
地
方
交
付
税
削
減
を
前
提
に
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
市
民
負
担
増
と
サ
ー

ビ
ス
切
り
捨
て
が
限
り
な
く
す
す
む
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
に
市
民
を
巻
き
込
む
こ
と
に
な
る
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し

な
い
。
市
民
生
活
に
極
力
影
響
が
生
じ
な
い
よ

う
、
徹
底
し
た
内
部
努
力
に
よ
る
効
率
化
等
の

事
業
見
直
し
で
、
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
支
援

の
財
源
を
確
保
す
る
。
市
民
負
担
増
と
サ
ー
ビ

ス
削
減
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
の
批
判
は
全
く
見
当

違
い
」
と
開
き
直
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に
反
対
を

　
山
中
議
員
は
、
全
国
の
自
治
体
が
コ
ス
ト
削

減
の
競
争
を
強
い
ら
れ
、
職
員
削
減
と
給
与
削

減
を
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
に
つ
い
て
、
反
対
を
表
明
す
べ
き
と

迫
り
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、「
地
方
歳
出
は
人
ロ
や
地
理
的

条
件
な
ど
、
歳
出
削
減
努
力
以
外
の
要
素
が
大

き
く
、
一
律
の
コ
ス
ト
比
較
は
な
じ
ま
な
い
。

地
方
交
付
税
は
地
方
固
有
の
財
源
で
あ
り
、
地

方
行
政
を
行
う
た
め
に
必
要
な
財
源
を
保
障
す

る
も
の
。
関
西
広
域
連
合
で
も
、
国
の
政
策
誘

導
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
は
行
わ
な
い
よ

う
に
申
し
入
れ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

職
員
削
減
と
不
安
定
雇
用
の

拡
大
に
つ
い
て

　
山
中
議
員
は
、
京
都
市
で
は
、
職
員
削
減
、

非
正
規
化
が
急
増
し
て
お
り
、
再
任
用
職
員
、

非
常
勤
嘱
託
職
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
総
数
は
約

３
割
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
ま
た
、
委
託
先

で
も
不
安
定
雇
用
を
生
み
出
し
、
市
長
の
足
元

か
ら
、
不
安
定
雇
用
と
低
賃
金
構
造
を
作
り
出

し
て
い
る
事
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
委
託
先
の
雇
用
不
安
を
生
み

出
し
て
い
る
状
況
は
決
し
て
な
い
」
と
開
き
直

り
ま
し
た
。

下
京
西
部
と
都
市
再
生
緊
急

整
備
地
域
に
つ
い
て

　
山
中
議
員
は
、
昨
年
、
下
京
区
、
南
区
に
指

定
さ
れ
た
1
6
2
㌶
に
も
及
ぶ
「
都
市
再
生
緊

急
整
備
地
域
」
に
つ
い
て
、
用
途
規
制
や
容
積

率
、
高
さ
制
限
な
ど
、
従
来
の
都
市
計
画
で
設

け
た
規
制
が
と
り
は
ら
わ
れ
、
開
発
業
者
が
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
で
開
発
計
画
を
提
案
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
指
摘
。
エ
リ
ア
内
に
は

8
4
0
0
人
の
市
民
が
生
活
し
て
お
り
、
市
民

の
く
ら
し
よ
り
も
「
企
業
が
活
動
し
や
す
い
」

こ
と
を
優
先
さ
せ
る
も
の
と
批
判
し
ま
し
た
。

戦
争
法（
安
保
法
制
）に
反
対
し
、

憲
法
擁
護
の
市
政
を

　
山
中
議
員
は
、
憲
法
違
反
の
戦
争
法
（
安
保

法
制
）
の
施
行
を
む
か
え
、
自
衛
隊
員
が
殺
し

殺
さ
れ
る
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
る
現
実
的
危
険

性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
安
倍
首
相
の
明
文
改

憲
の
動
き
に
対
し
て
、
日
本
国
憲
法
を
守
る
立

場
に
立
つ
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
市
長
は
答
弁
せ
ず
、
副
市
長
が
「（
安
保
法

制
は
）
国
会
に
お
い
て
議
論
し
結
論
を
出
さ
れ

た
も
の
」「
憲
法
の
平
和
の
理
念
は
、
人
類
普

遍
、
遵
守
さ
れ
る
べ
き
理
念
、
原
則
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
山
中
議
員
は
、
憲
法
擁
護
の
立
場

を
発
信
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。



代表質問
3 月 1 日月市会 本会議2

89

子
ど
も
の
貧
困
解
決
へ
、市
と
し
て
の
手
だ
て
を

保
育･

学
童
保
育･

高
齢
者
福
祉
の
充
実
、敬
老
乗
車
証
の
改
悪
中
止
を

河合 ようこ 議員

河合ようこ議員は、３月１日に開かれた本会議
で、日本共産党を代表して質問を行いました。

子
ど
も
の
貧
困
解
決
を

　
河
合
議
員
は
、
ま
ず
子
ど
も
の
貧
困
問
題
の

解
決
に
向
け
て
、
具
体
的
な
対
策
を
と
る
た
め

の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
一
刻
も
早
く
中
学
校
卒
業
ま
で
通

院
医
療
費
を
無
料
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
河
合
議
員
は
、
喫
食

率
は
３
割
程
度
、
就
学
援
助
受
給
世
帯
の
生
徒

の
喫
食
率
は
５
割
程
度
だ
と
示
し
ま
し
た
。
全

員
制
の
温
か
い
給
食
が
必
要
で
あ
り
、
計
画
的

に
実
施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
貧
困
家
庭
等
の
子
ど
も
の
実

態
は
、
福
祉
事
務
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
学
校

現
場
で
、
き
め
細
か
く
把
握
し
て
い
る
」
と
の

認
識
を
示
し
た（
※
）
上
で
、「
希
望
を
も
っ
て
心

豊
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
、

全
力
で
取
り
組
む
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、
医
療
費
を
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料

化
す
る
こ
と
は
「
困
難
」
と
し
つ
つ
、「
拡
充

は
、
３
期
目
の
任
期
中
に
実
現
す
る
大
切
な
公

約
で
あ
り
、
充
実
を
検
討
す
る
」
と
表
明
し
ま

し
た
。

保
育
所
増
や
し
、 

保
育
の
充
実
を

　
河
合
議
員
は
、
保
育
料
に
つ
い
て
、
新
制
度

で
の
値
上
げ
に
加
え
、
年
少
扶
養
控
除
を
加
味

し
た
再
計
算
を
し
な
か
っ
た
た
め
、「
高
く
な

っ
た
」
と
い
う
悲
鳴
が
数
々
寄
せ
ら
れ
た
と
告

発
。
更
な
る
値
上
げ
提
案
で
年
間
12
万
円
も
の

値
上
げ
に
な
る
方
も
あ
る
と
示
し
、
保
育
料
の

大
幅
引
き
下
げ
、
３
人
目
以
降
の
保
育
料
は
所

得
制
限
な
し
で
無
料
に
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
待
機
児

童
ゼ
ロ
」
達
成
の

表
明
は
実
態
を
無

視
し
て
い
る
と
批

判
。
入
所
で
き
ず

育
休
を
延
長
し
て

い
る
方
や
、
や
む

を
得
ず
遠
距
離
通

所
し
て
い
る
方
等

が
い
る
こ
と
を
認

め
、
認
可
保
育
所

を
増
や
す
こ
と
、
保
育
士
の
給
与
を
引
き
上
げ

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
一
定
以
上
の
収
入
が
あ
る
方

に
は
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
妥

当
」
と
親
の
願
い
に
背
を
向
け
ま
し
た
。
ま
た

「
国
の
定
義
に
基
づ
く
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
２
年

連
続
で
達
成
し
た
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　
河
合
議
員
は
、
障
害
児
の
受
入
れ
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
、
地
域
の
子
育
て
支
援
等
、
市
営
保

育
所
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
廃
止
方

針
は
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

放
課
後
の
生
活
に
ふ
さ
わ
し
い

学
童
保
育
を

　
河
合
議
員
は
、
学
童
保
育
の
大
規
模
化
で
問

題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
施
設
外
ク
ラ

ス
は
臨
時
的
措
置
と
し
、
放
課
後
を
豊
か
に
過

ご
す
た
め
の
生
活
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
児
童

館
・
学
童
保
育
所
を
増
や
し
、
職
員
配
置
を
行

う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
政
策
監
は
、「
利
用
状
況
に
応

じ
た
職
員
の
配
置
や
実
施
場
所
の
確
保
、
放
課

後
ほ
っ
と
広
場
や
地
域
学
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
で

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
継
続
」
す
る
な
ど
と
、
実
態

を
無
視
し
た
答
弁
を
行
い
、
児
童
館
・
学
童
保

育
所
の
増
設
に
背
を
向
け
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
引
き
下
げ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
を

　
河
合
議
員
は
、
国
が
狙
う
要
介
護
１
・
２
の

方
の
生
活
援
助
の
保
険
外
し
、
利
用
料
負
担

の
引
上
げ
に
は
抗
議
す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
保
険
料
が
高
す
ぎ
る
」「
生
活
で
き
な

い
」
と
の
切
実
な
高
齢
者
の
声
を
紹
介
。
保
険

料
の
引
き
下
げ
、
独
自
の
減
免
制
度
の
充
実
を

求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
整
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
介
護
職
場

の
人
不
足
解
消
に
向
け
、
介
護
労
働
者
に
対
し

一
人
年
間
10
万
円
の
給
付
金
制
度
の
創
設
を
求

め
ま
し
た
。

障
害
者
の
₆5
歳
問
題
に
つ
い
て

　
河
合
議
員
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
65
歳
に
な

れ
ば
「
介
護
保
険
優
先
」
原
則
で
、
支
援
の
時

間
は
減
る
が
、
負
担
は
増
え
る
と
指
摘
。
国
の

対
応
を
待
つ
こ
と
な
く
、
た
だ
ち
に
必
要
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
求
め
、「
介
護
保
険
優

先
」
原
則
と
応
益
負
担
を
や
め
る
べ
き
と
主
張

し
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、「
適
切
に
対
応
し
て
い

る
」
と
述
べ
、「
上
乗
せ
の
基
準
の
明
確
化
や
、

財
政
上
の
措
置
を
求
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

敬
老
乗
車
証
改
悪
中
止
、

バ
ス
の
改
善
を

　
河
合
議
員
は
、
今
年
９
月
か
ら
の
敬
老
乗
車

証
制
度
の
見
直
し
は
し
な
い
と
の
表
明
に
多
く

の
市
民
が
安
堵
し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、「
応
益
負
担
」方
式
の
撤
回
を
強
く
求

め
、
一
刻
も
早
く
民
間
バ
ス
と
の
共
通
化
を
と
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
西
京
区
全
域
で
一
日
乗
車
券

が
使
え
る
よ
う
に
、
運
賃
が
最
大
で
も
均
一
料

金
区
間
と
同
じ
に
な
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
局
長
は
、
敬
老
乗
車
証
の
改
悪
方

針
を
繰
り
返
す
と
同
時
に
、「
引
き
続
き
十
分

時
間
を
か
け
て
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
バ
ス
運
賃
に
つ
い
て
「
分
か
り

易
く
便
利
な
均
一
区
間
の
更
な
る
拡
大
に
向
け

て
、
粘
り
強
く
協
議
を
重
ね
る
」
と
約
束
し
ま

し
た
。

（
※
）
市
長
は
今
議
会
中
に
、
2
0
1
6
年
度

に
子
ど
も
の
貧
困
に
関
す
る
調
査
を
行
う
と
約

束
し
ま
し
た
。

₃ 月₂₄日 「保育所落ちたの私だ」
京都市役所前アピール行動
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原
発
ゼ
ロ
の
決
断
を
、原
子
力
防
災
対
策
の
抜
本
改
善
を

「
給
付
制
奨
学
金
制
度
」 

の
創
設
で
学
生
・
若
者
応
援
を

やまね 智史 議員

やまね智史議員は、３月１日に開かれた本会議
で、日本共産党を代表して質問を行いました。

福
島
原
発
事
故
の
苦
し
み
を

ど
う
受
け
止
め
る
の
か

　
や
ま
ね
議
員
は
、
初
の
代
表
質
問
に
立
ち
、

初
め
に
、
原
発
再
稼
働
に
対
し
て
大
き
な
憤
り

を
表
す
伏
見
区
の
被
災
者
の
声
を
紹
介
。
原
発

災
害
を
「
政
治
が
見
過
ご
し
て
い
い
は
ず
が
な

い
」
と
、
問
題
解
決
へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
原
発
事
故
が
被
災
者
に
今
も
な
お

苦
し
み
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
、「
市
長

は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
」
と
質
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
答
弁
に
は
立
た
ず
、
副
市
長
が
「
復

興
は
道
半
ば
で
あ
り
、
引
き
続
き
支
援
が
必
要

だ
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

住
宅
の
無
償
提
供
の
延
長
、

健
康
診
断
事
業
へ
の
支
援
を

　
や
ま
ね
議
員
は
、
住
宅
無
償
提
供
の
延
長
を

国
に
強
く
求
め
、
市
も
独
自
に
延
長
す
る
こ
と
、

健
康
調
査
等
に
協
力
す
る
民
間
医
療
機
関
へ
の

支
援
の
検
討
、
日
常
的
な
個
別
相
談
体
制
の
強

化
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
無
償
期
間
終
了
後
も
可
能
な
限

り
入
居
で
き
る
」
と
答
え
た
も
の
の
、
無
償
提

供
の
延
長
や
、
民
間
医
療
機
関
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

原
子
力
災
害
対
策
の

抜
本
的
な
改
善
を

　
や
ま
ね
議
員
は
、
市
の
原
発
防
災
計
画
の
対

象
範
囲
に
つ
い
て
は
、
32
・
５
㎞
圏
内
に
限
る

の
で
は
な
く
、
市
全
体
を
避
難
区
域
と
想
定
し

た
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
、
ま
た
国
に
対
し
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
よ
る
影
響
予
測
の
情
報
提
供
や

市
独
自
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
「
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
よ
ら
ず
、
放
射

性
物
質
の
放
出
前
に
避
難
等
を
指
示
す
る
」
な

ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
舞
鶴
市
民
の
原
発
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
元
清
水
小
学
校
等
を
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
な
ど
の

民
間
活
用
の
対
象
と
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

公
的
な
役
割
に
限
る
よ
う
求
め
ま
し
た
が
、
副

市
長
は
「
舞
鶴
市
か
ら
の
要
請
に
は
十
分
応
じ

ら
れ
る
」
と
、
無
責
任
な
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
琵
琶
湖
が
汚
染
さ
れ
た
場
合
の
水
の
確
保
対

策
が
必
要
だ
と
の
追
及
に
対
し
て
は
、
ス
ト
ロ

ン
チ
ウ
ム
な
ど
は
除
去
で
き
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
浄
水
処
理
の
強
化
で
安
全
を
確
保
す

る
」
な
ど
と
、
非
現
実
的
な
答
弁
を
行
い
ま
し

た
。

　
甲
状
腺
被
曝
へ
の
対
策
と
し
て
有
効
な
安
定

ヨ
ウ
素
剤
を
全
市
民
分
準
備
し
、
事
前
配
布
す

る
べ
き
だ
と
の
追
及
に
対
し
て
は
、「
Ｕ
Ｐ
Ｚ

外
で
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
は
効
果
的
な
防

護
で
は
な
い
」
な
ど
と
、
市
民
の
命
に
責
任
を

は
た
さ
な
い
姿
勢
が
浮
き
ぼ
り
に
な
り
ま
し
た
。

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
と
の
矛
盾

原
発
ゼ
ロ
の
政
治
決
断
を

　
や
ま
ね
議
員
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
は
、
次
々
と
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
る
こ
と

に
な
り
、
市
の
立
場
と
矛
盾
す
る
こ
と
や
、
老

朽
化
し
た
高
浜
原
発
で
事
故
が
起
こ
る
中
、
再

稼
動
を
容
認
し
て
い
る
問
題
、
さ
ら
に
は
、
核

兵
器
に
転
用
で
き
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
増
え
る

こ
と
も
、
核
兵
器
に
対
す
る
市
長
の
立
場
と
相

い
れ
ず
、
原
発
ゼ
ロ
へ
の
政
治
決
断
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
る
と
追
及
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
世
界
最
高
水
準
と
さ
れ
る
新
規

制
基
準
を
適
用
し
、
安
全
性
を
確
保
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
」
な
ど
と
答
弁
し
、「
再
稼
働
に

反
対
」
の
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

未
完
成
な
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
中
止
を

展
望
台
で
な
く
、
ご
み
袋
代
値
下
げ
を

　
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
計
画
中
の
バ
イ

オ
ガ
ス
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
・
南
但
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
お

り
、「
家
庭
ご
み
」
の
機
械
選
別
は
、
ご
み
の

分
別
等
と
も
矛
盾
す
る
た
め
中
止
す
る
こ
と
、

11
億
円
の
ご
み
袋
代
収
益
は
展
望
台
建
設
で
は

な
く
、
ご
み
袋
代
値
下
げ
に
使
う
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

市
の
跡
地
は

地
域
住
民
の
施
設
に

　
水
道
局
の
伏
見
営
業
所
跡
地
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
の
児
童
館
建
設
へ
の
願
い
に
背
を
向

け
て
き
た
問
題
を
指
摘
し
、
今
度
こ
そ
地
域
住

民
の
た
め
に
活
用
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

給
付
制
奨
学
金
制
度
の

創
設
を

　
高
学
費
や
異
常
な
働
き
方
に
苦
し
む
若
者
・

学
生
の
声
を
つ
き
つ
け
、
県
レ
ベ
ル
で
も
給
付

型
奨
学
金
制
度
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
国
に
制
度
創
設
を
求
め
、
京
都
市
も
独
自

に
給
付
制
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
、
若
者
を
支

援
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

伏見・原発ゼロウォーク



1213

2016年度 予算 市長総括質疑 3 月15日
1 日目

　
井
坂
議
員
は
、
今
後
５
年
間
の
京
プ
ラ
ン
後
期
実
施

計
画
（
案
）
で
は
、
一
般
会
計
職
員
8
0
0
人
削
減
で

人
件
費
1
7
0
億
円
削
減
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、
い

っ
そ
う
の
業
務
の
集
約
と
民
間
委
託
化
の
推
進
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、
職
員
削
減
計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
見
直
す
べ
き
は
財
政
の
ム
ダ
づ
か
い
で

あ
り
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
二
工
場
に
建
設
予

定
の
展
望
台
と
先
行
市
で
ト
ラ
ブ
ル
続
き
の
バ
イ
オ
ガ

　
加
藤
議
員
は
、
今
年
、
保
育
所
に
入
れ
な
か
っ
た
方

の
切
実
な
声
を
紹
介
し
、「（
待
機
児
童
に
つ
い
て
）
ゼ

　
玉
本
議
員
は
、
新
総
合
事
業
に
つ
い
て
、
生
活
援
助

の
み
の
訪
問
介
護
の
場
合
、
事
業
所
へ
の
報
酬
が
引
き

下
げ
ら
れ
運
営
を
困
難
に
す
る
。
要
支
援
者
の
サ
ー
ビ

ス
削
減
や
介
護
の
質
の
低
下
に
よ
り
、
介
護
度
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
。
現
状
維
持
で
ス
タ
ー
ト
す
る
自
治
体
が

多
い
中
、
最
初
か
ら
、
報
酬
額
の
低
い
緩
和
型
や
無
資

格
者
を
導
入
す
る
地
域
支
え
合
い
型
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行

す
る
や
り
方
は
危
険
と
指
摘
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
、

「
新
総
合
事
業
に
よ
っ
て
介
護
度
が
悪
化
す
る
と
は
考

ス
化
施
設
の
計
画
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市

長
は
、
予
算
を
増
や
す
ば
か
り
で
は
財
政
危
機
に
陥
る
、

充
実
し
た
福
祉
を
徹
底
し
て
い
く
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
事

業
を
再
検
討
し
て
、
可
能
な
限
り
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
使
命
だ
と
居
直
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
跡
地
活
用
な
ど
、
市
民
の
貴
重
な
財
産

を
「
有
効
活
用
」
の
名
で
民
間
事
業
者
に
差
し
出
す
計

画
は
や
め
る
べ
き
と
求
め
ま
し
た
が
、
市
長
は
、「（
学

校
跡
地
は
）
売
却
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、「
事
業
の

安
定
の
た
め
に
長
期
貸
付
す
る
」
と
企
業
の
利
益
を
優

先
す
る
答
弁
を
し
ま
し
た
。

　
ひ
ぐ
ち
議
員
は
、
京
都
の
大
企
業
10
社
が
、
最
近
の

１
年
で
内
部
留
保
を
4
3
0
0
億
円
も
増
や
し
て
い
る

一
方
で
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
は
低
下
、
中
小
企
業
は

厳
し
い
経
営
実
態
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
。
大
企
業
が
潤

え
ば
、
い
ず
れ
中
小
業
者
や
労
働
者
も
潤
う
と
い
う
破

綻
し
た
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
か
ら
脱
却
し
、
労
働
者
、

中
小
企
業
を
直
接
支
援
す
る
経
済
政
策
へ
の
転
換
を
迫

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
治
体
が
直
接
で
き
る
支
援
策
と
し
て
、
公

契
約
条
例
に
賃
金
条
項
を
規
定
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
労
働
者
に
適
正
な
賃
金
を
確
保
、

市
内
発
注
を
促
進
、「
中
抜
き
」
業
者
を
排
除
す
る
実

効
性
あ
る
支
援
策
に
な
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
労
働
者
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
た
め
に
も
、

非
正
規
労
働
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
非
正
規

労
働
者
の
実
態
調
査
を
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、
非

正
規
雇
用
の
多
い
宿
泊
業
を
対
象
に
、
京
都
市
独
自
に

調
査
を
行
う
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

ロ
で
な
い
も
の
を
ゼ
ロ
と
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
」

「
京
都
市
と
し
て
『
今
の
国
の
基
準
が
実
態
に
あ
っ
て

い
な
い
』
と
国
に
言
う
べ
き
だ
」
と
追
及
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
副
市
長
は
、「
厚
労
省
が
定
め
た
全
国
共
通

の
基
準
に
基
づ
き
ゼ
ロ
に
向
け
て
努
力
す
る
」
と
の
答

弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　
平
井
議
員
は
、
多
く
の
自
治
体
が
独
自
で
給
付
制
の

奨
学
金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
事
例
や
、
Ｌ
Ｄ
Ａ
京
都

（
生
き
や
す
い
京
都
を
つ
く
る
全
世
代
行
動
）
が
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
紹
介
し
、
京
都
市
独
自
の

奨
学
金
制
度
の
創
設
を
要
求
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、「
負
担
感
が
重
い
と
い
う
の
は
そ
の
と

お
り
」
と
認
め
ま
し
た
が
、「
第
一
義
的
に
は
国
の
責

任
に
お
い
て
解
決
を
図
る
べ
き
問
題
」
と
答
弁
し
、
京

都
市
独
自
の
奨
学
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
と

冷
た
い
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
井
議
員
は
、
高
学
費
を
背
景
に
学
生
が
長

時
間
ア
ル
バ
イ
ト
に
従
事
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
い

わ
ゆ
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
を
経
験
し
て
い
る
学
生
が
62

％
も
い
る
こ
と
を
指
摘
。
３
月
1₈
日
に
、
京
都
府
・
労

働
局
・
京
都
市
の
三
者
が
「
京
都
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
対

策
協
議
会
」
を
設
置
し
た
こ
と
に
か
か
わ
っ
て
、
京
都

市
が
何
を
と
り
く
む
の
か
と
質
し
ま
し
た
。

　
副
市
長
は
、
京
都
市
と
し
て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

内
に
（
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
に
対
応
す
る
）
相
談
窓
口
を

設
置
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

え
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
介
護
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
4
6
1
6
人
の
特
養

待
機
者
へ
の
対
応
を
求
め
ま
し
た
が
、
副
市
長
は
、
在

宅
待
機
の
介
護
度
４
・
５
の
1
6
0
1
人
に
限
定
し
た

数
を
示
し
整
備
し
て
い
く
と
答
弁
。
玉
本
議
員
は
、
施

設
入
所
者
や
介
護
度
３
の
方
を
省
い
て
の
答
弁
は
問
題

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
生
活
保
護
費
予
算
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
費
の
予
算

が
減
っ
て
い
る
こ
と
や
就
労
指
導
の
成
果
を
強
調
す
る

こ
と
で
、
保
護
行
政
の
職
員
や
受
給
者
を
追
い
詰
め
て

い
る
こ
と
を
指
摘
。
度
重
な
る
就
労
指
導
を
受
け
体
調

を
壊
し
た
事
例
を
示
し
、
強
く
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

職
員
削
減
計
画
の
撤
回
を

ム
ダ
づ
か
い
こ
そ
見
直
せ

公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項

を
。
非
正
規
か
ら
正
規
雇

用
へ

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」 

は

実
態
に
あ
っ
て
い
な
い

市
独
自
の
給
付
制
奨
学
金

の
創
設
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ

ト
の
根
絶
を

介
護
保
険
・
生
活
保
護
の

削
減
を
許
さ
な
い

　
ま
た
、
加
藤
議
員
は
、
国
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
が
出
さ
れ
る
や
い
な
や
、
市
営
保
育
所
の
廃

止
・
民
間
移
管
を
す
す
め
る
見
直
し
を
実
施
し
た
と

指
摘
。「
市
の
財
政
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
明
言
し
た

こ
と
を
批
判
し
、
廃
止
方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

「
保
育
料
値
上
げ
を
や
め
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
」

「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
拡
充
を
」
な
ど
、
子
育

て
の
切
実
な
願
い
に
応
え
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

井坂 博文
議員

平井 良人
議員

ひぐち英明
議員

加藤 あい
議員

玉本なるみ
議員
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く
ら
た
議
員
は
、
原
発
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て
、
高

浜
原
発
３
・
４
号
機
の
稼
働
差
し
止
め
裁
判
で
、
大
津

地
裁
が
「
新
規
制
基
準
に
適
合
」
し
た
と
し
て
も
「
安

全
と
い
え
な
い
」
と
し
、
初
め
て
稼
働
中
の
原
発
を
差

し
止
め
た
問
題
を
取
り
上
げ
、「
市
長
は
今
で
も
新
規

制
基
準
が
万
全
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
認
識
か
」

と
質
し
ま
し
た
。
市
長
は
、
地
裁
の
決
定
で
あ
り
、
取

り
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
「
注
意
深
く
見
守
る
」

　
ほ
り
議
員
は
、
税
や
国
保
料
の
滞
納
に
対
し
て
学
資

保
険
の
差
し
押
さ
え
を
す
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
進
学

の
希
望
を
奪
う
も
の
と
追
及
。「
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い

て
実
態
調
査
を
行
う
」
こ
と
を
市
長
が
表
明
し
た
こ
と

を
う
け
、「
市
長
の
決
断
で
差
し
押
さ
え
を
や
め
る
べ
き
」

と
迫
り
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
預
金
的
要
素
が
あ
り
、

差
し
押
さ
え
禁
止
財
産
で
は
な
い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　
二
条
城
北
西
部
の
第
２
駐
車
場
計
画
に
つ
い
て
、
周

辺
住
民
を
中
心
に
「
景
観
を
守
れ
」
の
声
が
大
き
く
広

が
る
中
、
西
野
議
員
は
、「
駐
車
場
計
画
の
白
紙
撤
回

　
北
山
議
員
は
、
2
0
0
0
年
か
ら
市
バ
ス
乗
務
員
に

導
入
さ
れ
て
い
る
「
若
年
嘱
託
制
度
」
の
も
と
で
、
正

職
員
の
67
・
8
％
の
給
与
し
か
支
給
さ
れ
て
い
な
い
問

題
に
つ
い
て
、「
あ
ま
り
に
格
差
が
大
き
い
」「
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
原
則
に
反
す
る
」
と
制
度
廃
止
を
求
め

ま
し
た
。

　
山
中
議
員
は
、
来
年
の
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
つ

い
て
「
税
収
悪
化
と
景
気
悪
化
に
つ
な
が
る
」
と
市
長

の
認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
っ
て
（
景
気
は
）
回
復
基
調
」
と
強
弁
。
さ
ら

に
、
山
中
議
員
の
「
消
費
税
増
税
の
上
に
社
会
保
障
は

削
減
・
負
担
増
だ
」
と
の
指
摘
に
、「
地
方
消
費
税
は

す
べ
て
福
祉
の
費
用
。
負
担
で
き
る
人
は
負
担
を
」
と

開
き
直
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
中
議
員
は
、
下
京
西
部
エ
リ
ア
活
性
化
構

想
に
つ
い
て
、「
鉄
道
博
物
館
や
中
央
市
場
再
整
備
は

現
行
都
市
計
画
の
手
法
で
事
業
は
可
能
。
な
ぜ
わ
ざ
わ

ざ
緊
急
整
備
地
域
に
指
定
し
た
の
か
」
と
追
及
。
副
市

原
発 「
新
規
制
基
準
」 

は

大
津
地
裁
決
定
で
断
罪

子
ど
も
の
学
資
保
険
差
し

押
さ
え
中
止
、
中
学
校
給

食
は
全
員
に

二
条
城
第
２
駐
車
場

計
画
は
白
紙
撤
回
を
。

「
民
泊
」 

は
規
制
を

市
バ
ス
・
地
下
鉄
運
賃
、

消
費
税
増
税
時
の
値
上
げ

実
施
す
る
な

10
％
増
税
は
税
収
と
景
気
の

悪
化
に
つ
な
が
る
。
市
長
は

憲
法
守
る
見
識
を
示
せ

と
答
弁
。
く
ら
た
議
員
は
「
ど
の
よ
う
な
基
準
を
つ
く

ろ
う
と
も
、
原
発
に
安
全
を
保
障
す
る
す
べ
は
な
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
原
発
事
故
時
の
飲
料
水
の
安
全
対
策
や

避
難
時
の
放
射
線
拡
散
予
測
問
題
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
の
原
発
22
％
目
標
達
成
の
た
め
に
老
朽
原
発

を
再
稼
働
す
る
問
題
、
原
発
事
故
に
対
す
る
電
力
事
業

者
へ
の
市
長
の
行
動
に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。

　
仁
和
公
園
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
「
地
域
で
重
要
な

公
園
を
な
く
さ
な
い
で
」
と
の
痛
切
な
声
を
紹
介
し
、

公
園
の
廃
止
を
回
避
し
存
続
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
選
択
制
の
中
学
校
給
食
」
の
実
施
15
年
で
、

就
学
援
助
受
給
世
帯
の
給
食
喫
食
率
は
56
％
、
給
食
の

残
食
量
は
25
％
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、「
計
画
的
に
全

員
制
の
給
食
実
施
を
」
と
迫
り
ま
し
た
。
副
市
長
は
、

「
残
食
は
京
都
市
が
と
り
わ
け
多
い
わ
け
で
は
な
い
」

な
ど
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ほ
り
議
員
は
、
2
0
1
4
年
度
並
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
確
保
で
国
民
健
康
保
険
料
を
引

き
下
げ
、
社
会
保
障
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
求

め
ま
し
た
。

を
求
め
る
住
民
の
声
に
応
え
る
べ
き
」「
世
界
遺
産
の

コ
ア
ゾ
ー
ン
を
壊
さ
な
い
立
場
で
の
対
策
が
必
要
」
と

強
く
迫
り
ま
し
た
が
、
副
市
長
は
「
敷
地
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
第
２
駐
車
場
を
建
設
す
る
も
の
」「
利

用
が
多
い
の
は
観
光
バ
ス
で
、
30
台
の
駐
車
場
の
確
保

が
必
要
」
と
し
て
、
計
画
の
白
紙
撤
回
を
拒
否
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
来
年
４
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費

税
10
％
へ
の
増
税
に
つ
い
て
、「
こ
れ
以
上
の
値
上
げ

は
生
活
圧
迫
で
あ
り
観
光
政
策
に
も
逆
行
す
る
」
と
値

上
げ
中
止
を
求
め
、「
国
に
対
し
公
営
企
業
に
は
適
用

除
外
を
求
め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
理
事
者
は
、
若
年
嘱
託
制
度
は
適
性
を
見
極
め
る
期

間
と
し
て
必
要
と
強
弁
。
消
費
税
に
つ
い
て
も
、
副
市

長
が
「
社
会
保
障
の
財
源
と
し
て
必
要
。
適
正
に
転
嫁

を
し
て
い
く
」
と
、
増
税
時
に
運
賃
値
上
げ
を
実
施
す

る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

長
は
、「
現
時
点
で
は
規
制
緩
和
が
問
題
に
な
る
相
談

事
例
は
な
い
」
と
あ
く
ま
で
推
進
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
並
行
在
来
線
へ
の
影
響
を
た

だ
し
ま
し
た
。
副
市
長
は
「
も
し
在
来
線
の
廃
止
縮
小

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
廃
止
を
拒
否
し
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　
山
中
議
員
は
、
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
に
つ
い
て

「
戦
争
法
は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
国
民
を
巻
き
込
む

も
の
。
緊
急
事
態
条
項
で
自
治
体
の
長
が
指
示
を
出
す

こ
と
に
な
る
。
住
民
の
命
と
安
全
を
守
る
京
都
市
の
長

と
し
て
見
識
を
示
す
べ
き
」
と
追
及
。
市
長
は
、「
あ

ら
ゆ
る
こ
と
を
拘
束
す
る
こ
と
な
く
議
論
す
る
こ
と
は

必
要
。
憲
法
違
反
か
ど
う
か
は
、
首
長
が
ど
う
こ
う
言

う
問
題
で
な
く
、
最
高
裁
の
判
断
」
と
、
あ
く
ま
で

「
改
憲
の
議
論
は
必
要
」
の
立
場
に
固
執
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
野
議
員
は
、
世
界
で
も
京
都
市
で
も
今
、

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
民
泊
」
問
題
に
つ
い
て
、

「
そ
の
実
態
を
掌
握
し
た
上
で
、
違
法
な
民
泊
に
つ
い

て
は
、
各
局
が
連
携
し
て
、
し
っ
か
り
規
制
す
べ
き

だ
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。
副
市
長
は
、「
市
民
・
観

光
客
の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
宿
泊
施
設
の
確
保
の
２

つ
の
課
題
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
方
策
が
あ
る
の
か
検

討
中
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

西野さち子
議員

山中　渡
議員

北山ただお
議員

くらた共子
議員

ほり 信子
議員
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西
野
議
員
は
、
京
プ
ラ
ン
後
期
実
施
計
画
が
、
２

０
２
０
年
ま
で
の
５
年
間
で
職
員
8
0
0
人
削
減
、

社
会
福
祉
経
費
を
含
む
予
算
を
6
0
0
億
円
も
削
減

す
る
な
ど
、
前
期
計
画
を
上
回
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

切
り
捨
て
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
、
後
期
実
施

計
画
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
は
、

地
方
自
治
体
に
競
争
主
義
を
持
ち
込
み
、
行
革
を
進

め
、
交
付
税
の
さ
ら
な
る
削
減
の
た
め
に
、
国
が
政

策
目
的
を
も
っ
て
誘
導
す
る
も
の
で
、
地
方
自
治
に

対
す
る
重
大
な
介
入
だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
予
算
の
市
民
の
暮
ら
し
へ
の
影
響

に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。

　
生
活
保
護
費
の
予
算
減
額
と
就
労
指
導
強
化
の
方

針
は
、
今
で
も
生
活
保
護
捕
捉
率（
※
）
が
２
割
程
度

し
か
な
い
の
に
、
行
き
過
ぎ
た
就
労
指
導
な
ど
で
、

さ
ら
に
受
給
抑
制
が
起
こ
る
危
険
性
を
指
摘
し
改
善

を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
４
月
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ

り
、
収
入
減
で
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
介
護
事
業
所

が
あ
る
実
態
を
紹
介
。
京
都
市
の
新
総
合
事
業
（
来

年
４
月
か
ら
）
は
、
家
事
援
助
等
の
報
酬
を
引
き
下

げ
る
計
画
で
あ
り
、
要
支
援
者
の
介
護
度
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
で
払
い
た
く
て
も
払

え
な
い
市
民
が
増
え
て
い
る
な
か
、
滞
納
世
帯
へ
の

強
引
な
差
し
押
さ
え
は
行
わ
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
の
繰
入
を
2
0
1
4
年
度
並
に
す
れ
ば
国
保
料
の

引
き
下
げ
は
可
能
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　「
２
年
連
続
保
育
所
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
と
い
う
が
、

現
実
は
全
く
違
っ
て
い
る
と
指
摘
。
保
育
所
不
足
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
市
の
財
政
効
率
化
の
一
翼
」
と
し

て
公
立
保
育
所
の
廃
止
を
す
す
め
る
こ
と
を
厳
し
く

批
判
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
支
給
制
度
は
、
京
都
府
内
で
最

も
遅
れ
た
自
治
体
と
な
っ
て
お
り
、「
中
学
校
卒
業

ま
で
通
院
も
無
料
化
」
を
求
め
ま
し
た
。

　
西
野
議
員
は
、
高
浜
原
発
３
・
４
号
機
に
対
し
、

大
津
地
裁
が
「
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
も
安
全
と

は
言
え
ず
」
と
述
べ
、
稼
働
停
止
の
仮
処
分
決
定
と

な
っ
た
こ
と
を
示
し
、
今
こ
そ
原
発
再
稼
動
に
き
っ

ぱ
り
反
対
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項
を
入
れ
て
い
る

自
治
体
で
は
、
ピ
ン
ハ
ネ
だ
け
を
す
る
業
者
が
排
除

さ
れ
、
下
請
け
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
、
本
市
も
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
ま
た
、
99
％
を
占
め
る
中
小
企
業
は
景
気
回
復

に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
に
反
対
の
立
場
に
立
つ
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

　
赤
阪
議
員
は
、
市
バ
ス
事

業
予
算
に
つ
い
て
は
反
対
を

表
明
し
、
そ
の
理
由
を
述
べ

ま
し
た
。

　
①
乗
客
の
命
を
安
全
に
運
ぶ
市
バ
ス
運
転
手
の
雇

用
と
労
働
条
件
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
年
嘱
託
制
度

は
賃
金
が
正
規
職
員
の
67
・
8
％
。
直
ち
に
廃
止
し
、

労
働
条
件
の
改
善
を
す
べ
き
。

　
②「
管
理
の
受
委
託
」
で
民
間
に
運
行
を
委
託
し

コ
ス
ト
削
減
を
し
て
い
る
。

　
③
交
通
不
便
地
域
の
問
題
で
は
、
バ
ス
路
線
の
新

設
に
消
極
的
で
、
市
民
の
足
を
守
ら
な
い
姿
勢
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
④
バ
ス
運
賃
が
日
本
一
高
い
状
態
で
経
常
損
益
は

12
年
連
続
で
黒
字
で
あ
り
、
日
本
一
高
い
運
賃
の
値

下
げ
を
す
べ
き
。

と
４
点
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
・
地
域
水
道
、
京
北
地

域
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
・
地
下
鉄
事

業
の
各
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
し
た
上
で

　
水
道
事
業
で
は
、
水
道
管
の
鉛
管
を
2
0
1
7
年

度
末
ま
で
に
計
画
通
り
解
消
す
る
よ
う
求
め
、
老
朽

管
の
取
り
換
え
、
耐
震
化
の
一
層
の
拡
充
・
促
進
を

求
め
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
で
は
、
防
災
対
策
と
し
て
も
重
要
と

述
べ
る
と
と
も
に
、
雨
水
幹
線
は
、
整
備
計
画
の
必

要
性
を
検
証
し
つ
つ
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
・
事
業
者
が
利
用
で
き
る
「
浸
透
マ

ス
の
補
助
制
度
」
及
び
「
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
補
助

制
度
」
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
、 

市
民
負
担
増
の

京み
や
こ

プ
ラ
ン
後
期
実
施
計
画
の
撤
回
を

 

西
野
さ
ち
子
議
員
が
2
0
1
6
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
反
対
討
論

※ 

生
活
保
護
捕
捉
率
…
生
活
保
護
を
利
用
す
る
資
格
の

あ
る
人
の
う
ち
現
に
利
用
し
て
い
る
人
の
割
合

　
西
村
議
員
は
、
京
北
の
住

民
の
「
住
み
続
け
た
く
て
も

仕
事
が
な
い
」
な
ど
の
切
実

な
声
を
紹
介
し
、
過
疎
地
域

へ
の
支
援
は
大
変
重
要
と
し
た
上
で
、「
京
都
市
過

疎
地
域
自
立
支
援
計
画
」
の
問
題
点
を
３
点
指
摘
し

ま
し
た
。

　
①
全
事
業
費
の
52
％
を
占
め
る
「
小
中
一
貫
教
育

推
進
事
業
」
に
は
、
多
く
の
住
民
か
ら
「
異
論
の
声
」

が
あ
る
こ
と
、
②
台
風
災
害
な
ど
で
「
通
行
止
め
」

と
な
っ
た
道
路
の
復
旧
や
広
域
幹
線
以
外
の
地
域
の

林
道
整
備
事
業
が
少
な
い
問
題
、
③
京
北
病
院
附
属

の
診
療
所
施
設
の
再
整
備
や
、
京
都
市
直
営
「
保
育

所
」
施
設
の
再
整
備
が
必
要
だ
が
、
計
画
が
な
い
。

　
施
設
の
集
約
化
で
は
な
く
、
住
民
の
意
見
を
充
分

踏
ま
え
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
産
業
振
興
が

必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
に
統
合
さ
れ
る
地
域
水
道
・
特
定
環

境
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
住
民
負
担
が
大
き
く
な
ら

な
い
よ
う
、
軽
減
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
地
下
鉄
に
つ
い
て
は
、
35
年
を
迎
え
る
施
設
の
更

新
、
視
覚
障
害
者
等
の
乗
客
の
安
全
・
安
心
策
と
し

て
、
転
落
防
止
柵
の
全
駅
設
置
に
対
す
る
国
の
補
助

制
度
改
善
に
よ
り
促
進
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
赤
阪
議
員
は
、
来
年
４
月
に
安
倍
政
権
が
予
定
し

て
い
る
消
費
税
10
％
の
負
担
増
に
反
対
し
、
公
営
企

業
の
適
用
除
外
を
国
に
求
め
る
と
同
時
に
、
京
都
市

が
公
共
料
金
へ
の
増
税
転
嫁
は
し
な
い
こ
と
を
強
く

主
張
し
ま
し
た
。

「
過
疎
地
域
自
立
支
援
計
画
」 

の

問
題
で
反
対
討
論

公
営
企
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
討
論

西村よしみ
議員

赤阪　仁
議員
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3月 25日
討論、意見書

月市会 終了本会議2
　
く
ら
た
議
員
は
、「
二

条
城
第
２
駐
車
場
計
画
の

白
紙
撤
回
を
求
め
る
」
請

願
を
採
択
す
る
よ
う
主
張

し
ま
し
た
が
、
共
産
党
以
外
の
会
派
・
議
員
に

よ
っ
て
、
請
願
は
残
念
な
が
ら
不
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
、
京
都
市
が
示
し
た
駐
車
場

計
画
変
更
案
の
資
料
で
も
、
二
条
城
に
来
場
す

る
大
型
観
光
バ
ス
が
増
え
る
の
は
年
間
を
通
し

て
10
月
な
ど
の
繁
忙
期
だ
け
で
あ
り
、
他
に
駐

車
場
を
確
保
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
れ
ば
、
樹

木
を
伐
採
し
て
大
型
観
光
バ
ス
用
の
第
２
駐
車

場
を
つ
く
る
必
要
は
全
く
な
い
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
世
界
遺
産
・
二
条
城
の
景
観
を
破
壊

す
る
計
画
に
対
し
て
、
市
民
か
ら
痛
切
な
批
判

の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
住
民
説
明
会
で
も
多
く
の

反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
。
さ
ら
に

近
隣
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
市
民

が
集
う
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
二
条
公
園
の

す
ぐ
向
か
い
に
駐
車
場
を
つ
く
る
こ
と
は
、
住

民
生
活
の
安
全
性
を
低
下
さ
せ
、
住
環
境
を
破

壊
す
る
も
の
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
く
ら
た
議
員
は
最
後
に
、
こ
の
請
願
に
５
０

０
０
人
を
超
え
る
市
民
の
賛
同
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
世
界
遺
産
・
二
条
城
の

景
観
を
守
る
た
め
、
請
願
を
採
択
す
る
よ
う
強

く
求
め
ま
し
た
。

「
二
条
城
第
２
駐
車
場
計
画
の
白
紙

撤
回
を
求
め
る
」
請
願
の
採
択
を

２
月
市
会
を
終
え
て

2
0
1
6
年
３
月
25
日

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

一�

、
本
日
、
２
月
予
算
市
会
が
終
了
し
、
昨
年
４
月
か
ら
開
会
さ
れ

て
い
た
2
0
1
5
年
度
の
通
年
議
会
が
閉
会
し
ま
し
た
。
今
市
会

に
は
、
門
川
市
長
の
３
期
目
初
年
度
予
算
を
は
じ
め
1
7
0
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
党
議
員
団
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
74
議
案
の
う

ち
、
2
0
1
6
年
度
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
予
算
、
自
動
車
運
送
事
業
特
別
会
計
予
算
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
策
定
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
法
定
事
務
以
外
に
も
広
げ

る
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
21
議
案
に

反
対
し
、
行
政
不
服
審
査
会
条
例
の
制
定
、
中
央
卸
売
市
場
第
一

市
場
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
、
高
速
鉄
道
事

業
特
別
会
計
予
算
な
ど
53
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

　
本
予
算
に
先
立
ち
2
0
1
5
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

が
、
党
議
員
団
は
国
の「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
」等
を
活
用

し
、「
京
都
な
ら
で
は
の
地
方
創
生
推
進
事
業
」を
進
め
る
と
し
て

編
成
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ
び
、
議
員
の
歳
費
と
期
末

手
当
を
引
き
上
げ
る
京
都
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
の
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
96
議
案
の
う
ち
、
旧
三
井
家
下
鴨

別
邸
を
ブ
ラ
イ
ダ
ル
事
業
に
よ
る
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
活
用
す

る
目
的
の
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
条
例
な
ど
３
議
案
に
反
対

し
、
93
議
案
に
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　
最
終
本
会
議
に
追
加
上
程
さ
れ
た
人
事
案
件
29
件
の
う
ち
、
新

副
市
長
を
任
命
す
る
１
件
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
自
民
、
公
明
、
民
主
・
都
み
ら
い
、
京
都
維
新
の
会
、
京
都
党

と
無
所
属
議
員
は
、
京
都
維
新
の
会
と
京
都
党
が
職
員
給
与
の
引

き
上
げ
を
理
由
に
補
正
予
算
に
反
対
し
た
以
外
、
他
の
す
べ
て
の

市
長
提
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

一�

、
市
長
選
挙
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
を
論
戦
に
い
か
し
、
予
算

に
反
映
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
敬
老
乗
車
証
は
、
今
年
９
月
か
ら
も
現
行
制
度
の
ま
ま
継
続
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
2
0
1
3
年
の「
敬
老
乗

車
証
の
あ
り
方
」で
示
さ
れ
た
応
益
負
担
の
方
針
は
撤
回
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
改
悪
方
針
の
撤
回
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
保
育
所
待
機
児
童
対
策
に
関
し
て
、
市
長
の
言
う「
２
年
連
続

し
て
待
機
児
童
ゼ
ロ
」が
事
実
と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
追
及

す
る
中
で「
ゼ
ロ
は
国
の
基
準
に
基
づ
く
も
の
」と
言
い
訳
し
た

上
で
「
数
字
上
の
ゼ
ロ
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
」（
市
長
）
と
表

明
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。「
保
育
所
落
ち
た
」
ブ
ロ
グ
、

「
落
ち
た
の
は
私
だ
」の
ボ
ー
ド
を
掲
げ
た
マ
マ
・
パ
パ
の
行
動
を

受
け
て
厚
労
省
も「
保
活
ア
ン
ケ
ー
ト
」や「
自
治
体
に
対
す
る
調

査
」な
ど
動
き
出
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
不
承
諾
数
、
不
本
意

入
所
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
認
可
保
育
所
増
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
支
給
制
度
を
中
学
校
卒
業
ま
で
無
料
化
す
る

こ
と
を
求
め
た
の
に
対
し
て
市
長
は「
新
た
に
多
額
の
経
費
が
必

要
と
な
る
な
ど
困
難
」と
し
つ
つ
、「
私
の
３
期
目
の
任
期
中
に
実

現
す
る
大
切
な
公
約
」と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
府
と

の
協
議
を
急
ぎ
、
早
急
の
具
体
化
と
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
実
態
調
査
を
強
く
求
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
４
月
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

発
足
し
、
実
態
調
査
を
行
う
」と
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
、
非
正
規
雇
用
対
策
の
拡
充
を
求
め
、「
京

都
府
、
市
、
労
働
局
で
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
対
策
協
議
会
を
設
置

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
に
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
」と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
京
都
市
聴
覚
障
害
者
協
会
か
ら
の
条
例
制
定
を
求
め
る
要
望
を

発
端
に
、
全
議
員
提
案
の「
京
都
市
手
話
言
語
が
つ
な
ぐ
心
豊
か

な
共
生
社
会
を
目
指
す
条
例
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
会
議
員
の
議
員
報
酬
10
％
減
額
措
置
を
継
続
す
る
条
例
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一�

、
来
年
度
予
算
案
の
根
幹
で
あ
る
今
後
５
年
間
の
京
プ
ラ
ン
後
期

実
施
計
画（
案
）に
関
し
て
、
実
態
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
、

声
明

くらた共子
議員

２月市会終了本会議での意見書採決結果

提案
会派 件　名

賛否（○：賛成、●：反対）
結果

共 自 公 民 維 京 無1無2

全会派 京都市会議員の議員報酬の額の特例に関する条例の一部改正について
（10％削減） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

全会派 京都市手話言語がつなぐ心豊かな共生社会を目指す条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

全会派 府（県）費負担教職員給与費等の権限移譲に伴う財源の不足額について、
国による適切な財政措置を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

自・公・民・維・
京・無1・無2 児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

自・公・民・維・
京・無1・無2 地方公会計の整備促進に係る意見書の提出について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

自・公・民・
無1・無2

保育人材確保対策の推進及び保育の質の確保のための取組を求める意見
書の提出について ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 可決

共産 地方交付税におけるトップランナー方式の導入中止を求める意見書の提
出について ○ ● ● ● ● ● ● ● 否決

共：共産党、自：自民党、民：民主・都みらい、公：公明党、維：京都維新の会・無所属、京：京都党、無１：大西、無２：山集
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見
直
し
と
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

　「
財
政
危
機
」を
口
実
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
う
と
し

て
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
民
営
化
・
民
間
委
託
な
ど
、
国
の

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」を
先
頭
に
立
っ
て
推
進
す
る
京
都
市
の
姿

勢
が
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

り
、
京
都
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
真
剣
な
姿
勢
が
み
ら
れ
な
い
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
が
2
0
1
6
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
ま
す
。
地
方
自
治
へ
の
重
大
な
介
入
で
あ
り
、

地
方
交
付
税
の
本
来
の
役
割
を
否
定
し
、
本
市
の
国
予
算
要
望
と

も
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
反
対
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た

が
、「
国
の
政
策
誘
導
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削
減
を
行
わ
な
い

よ
う
申
し
入
れ
る（
市
長
）」と
述
べ
る
も
、
反
対
を
言
明
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
５
年
間
で
一
般
会
計
職
員
8
0
0
人
削
減
で
人
件
費
1
7
0
億

円
削
減
を
目
標
に
し
た
、
部
門
別
定
員
管
理
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、「
本
市
の
都
市
特
性
を
反
映
す
る
」と
言
い
な
が
ら
、「
他
都

市
平
均
と
の
か
い
離
の
解
消
」が
主
要
目
的
で
あ
り
、
い
っ
そ
う

の
業
務
の
集
約
と
民
間
委
託
の
推
進
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
木
造
家
屋
と
細
い
路
地
が
密
集
す
る
西
陣
地
域
の
防

災
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
上
京
消
防
署
大
宮
消
防
出
張
所
の
廃

止
方
針
は
、
本
市
の
都
市
特
性
を
無
視
し
た
も
の
と
強
く
批
判
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
職
員
削
減
方
針
と
定
員
管
理
計
画
の
撤
回

を
求
め
ま
し
た
。

　
年
間
40
億
円
、
５
年
間
で
6
0
0
億
円
の
消
費
的
経
費
削
減
の

た
め
の
事
業
見
直
し
は
、
前
期
実
施
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
福
祉

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
で
あ
り
、「
歳
入
が
減
れ
ば
、
目
標
数

値
の
上
積
み
も
あ
り
う
る
」と
、
さ
ら
な
る
削
減
の
可
能
性
に
も

言
及
し
ま
し
た
。
生
活
保
護
費
の
２
年
間
連
続
の
予
算
削
減
、
保

護
率
の
引
き
下
げ
を
進
め
る
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
が
、

「
保
護
費
が
減
っ
て
い
く
の
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
」「
保
護
費
を
増

や
す
の
が
福
祉
の
目
的
で
は
な
い（
市
長
）」と
生
活
保
護
敵
視
の

発
言
や
、
こ
の
姿
勢
が
職
員
へ
の
圧
力
と
な
り
、
市
民
を
追
い
詰

め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
営
保
育
所
廃
止
・

民
間
移
管
の
中
止
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
あ
く
ま
で
も
民
間
移

管
を
進
め
る
立
場
に
固
執
、
さ
ら
に
質
疑
で
は「
市
の
財
政
効
率

化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
」と
い
う
許
し
難
い
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　
見
直
す
べ
き
は
財
政
の
ム
ダ
遣
い
で
あ
り
、
南
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
第
二
工
場
に
建
設
予
定
の
展
望
台
と
先
行
市
で
ト
ラ
ブ
ル

続
き
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
の
計
画
を
撤
回
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
が
、「（
展
望
台
は
）横
大
路
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
」

「（
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設
は
）試
運
転
期
間
の
軽
微
な
ト
ラ
ブ
ル
」と

居
直
り
、
撤
回
を
拒
否
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
有
料
化
財
源
を
充

て
る
の
で
あ
れ
ば
ご
み
袋
代
の
値
下
げ
に
使
う
」よ
う
求
め
た
こ

と
も
拒
否
し
ま
し
た
。

　
学
校
跡
地
活
用
な
ど
、
市
民
の
貴
重
な
財
産
を「
有
効
活
用
」の

名
で
民
間
事
業
者
に
差
し
出
し
、
年
間
20
億
円
の
財
源
を
捻
出
す

る
計
画
に
関
し
て
、「（
学
校
跡
地
は
）売
却
で
は
な
い
」と
し
な
が

ら「
事
業
の
安
定
の
た
め
に
長
期
貸
付
す
る
」と
企
業
の
利
益
を
優

先
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
下
京
区
西
部
エ
リ
ア
の
緊
急
整
備
地
域
指
定
に
つ
い
て
、「
現

在
の
都
市
計
画
手
法
で
十
分
対
応
で
き
る
も
の
で
、
大
企
業
に
よ

る
ま
ち
こ
わ
し
、
規
制
緩
和
に
道
を
開
く
も
の
」と
厳
し
く
批
判

し
ま
し
た
。

一�
、
原
発
再
稼
働
に
関
し
て
、
京
都
市
の「
中
長
期
的
に
は
脱
原
発
依

存
、
で
き
る
限
り
早
く
全
廃
を
求
め
る
」と
の
答
弁
に
対
し
、「
い

つ
脱
原
発
し
、
全
廃
を
め
ざ
す
の
か
」と
質
し
ま
し
た
が
、
時
期

も
政
策
的
展
望
も
明
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
高
浜
原

発
３
・
４
号
機
の
稼
働
中
止
の
仮
処
分
決
定
し
た
大
津
地
裁
が

「
福
島
原
発
事
故
の
原
因
究
明
も
不
十
分
」「
新
規
制
基
準
で
の
安

全
性
の
確
保
」に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し「
規
制
委
員
会
の
審
査
を
受
け
て
再
稼
働
さ
れ
て
い

る
」（
市
長
）と
述
べ
る
だ
け
で
、
依
然
と
し
て
安
全
神
話
と
再
稼

働
容
認
の
立
場
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原

発
事
故
へ
の
対
応
で
は
、
避
難
計
画
の
範
囲
が
32
・
５
キ
ロ
圏
内

に
限
ら
れ
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
の
活
用
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布

を
想
定
し
な
い
な
ど
、
市
の
原
子
力
防
災
計
画
は
大
変
不
十
分
で

あ
り
市
民
を
守
る
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
今
こ
そ
大
津
地
裁
の
決
定
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
原
発
の
再
稼
働
を
す
べ
て
中
止
す
べ
き
で
す
。

　
４
月
か
ら
の
電
力
小
売
全
面
自
由
化
に
あ
た
っ
て
、
本
市
施
設

に
お
い
て
も
C
O
2
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
事
業

者
を
優
先
し
て
契
約
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
北
陸
新
幹
線
誘
致
に
つ
い
て
は
、「
並
行
在
来
線
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
の
か
」と
の
指
摘
に
、「
も
し
在
来
線
の
廃
止
縮
小
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
廃
止
を
拒
否
し
た
い
」（
副
市
長
）と
述
べ
ま
し

た
が
、
北
陸
新
幹
線
あ
り
き
の
姿
勢
に
固
執
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
庁
の
京
都
移
転
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
移
転
場
所
、

職
員
の
宿
舎
、
移
転
の
費
用
に
関
し
て「
京
都
も
応
分
の
負
担
を

す
る
」と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
の
規
模
に
な
る
の
か
、

市
民
生
活
の
向
上
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
不
透
明
で
す
。

　「
文
化
を
守
る（
担
当
部
長
）」の
で
あ
れ
ば
、
世
界
文
化
遺
産
で

あ
る
下
鴨
神
社
・
糺
の
森
の
景
観
を
壊
す
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
や

め
る
べ
き
で
す
。
ま
た
、
二
条
城
の
第
２
駐
車
場
建
設
に
反
対
す

る
住
民
の
声
に
応
え
、
計
画
の
白
紙
撤
回
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま

し
た
。「
第
２
駐
車
場
建
設
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
」請
願
を

与
党
会
派
は
不
採
択
に
し
ま
し
た
。
党
議
員
団
は
採
択
を
主
張
し

て
、
本
会
議
で
討
論
し
ま
し
た
。

　「
公
契
約
条
例
に
賃
金
条
項
を
規
定
し
て
、
京
都
市
が
率
先
し

て
賃
上
げ
を
お
こ
な
い
、
市
内
中
小
企
業
へ
の
発
注
に
実
効
性
を

持
た
せ
る
こ
と
」を
求
め
ま
し
た
が
、「
プ
ラ
ス
面
と
マ
イ
ナ
ス
面

を
総
合
的
に
判
断
し
て
導
入
し
な
か
っ
た
」と
強
弁
し
ま
し
た
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
た
ん
・
景
気
悪
化
・
個
人
消
費
の
落
ち
込

み
な
ど
現
在
の
経
済
認
識
を
問
う
た
の
に
対
し
て
、「
８
％
増
税

の
影
響
は
残
っ
て
い
る
が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
回
復
基

調
」と
深
刻
な
経
済
実
態
を
み
よ
う
と
し
な
い
姿
勢
に
終
始
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
来
年
４
月
の
消
費
税
10
％
増
税
に
反
対
し
て
、

公
営
企
業
は
適
用
除
外
に
す
る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
て
、「
適

正
に
転
嫁
す
る
」と
明
言
し
ま
し
た
。
市
長
選
挙
で
の「
健
全
化
期

間
中
は
地
下
鉄
運
賃
値
上
げ
を
し
な
い
」と
の
公
約
に
反
す
る
と

批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
料
の
引
き
上
げ
は「
国
に
よ
る
も
の
」「
応
分
の
負
担
を
し

て
も
ら
う
」と
答
弁
し
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
や
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
要
求
を
拒
否
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
・
要
支
援
者
の「
新

総
合
事
業
へ
の
移
行
」に
つ
い
て「
サ
ー
ビ
ス
低
下
の
懸
念
が
あ

る
」と
指
摘
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
副
市
長
は「
介
護
度
が
悪
化
す

る
と
は
考
え
て
い
な
い
」と
居
直
り
ま
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で「
コ
メ
に
は
影
響
が
出
る
」と
し

て
い
ま
し
た
が
、「
コ
メ
へ
の
影
響
は
少
な
い
」と
過
小
評
価
し
た

認
識
を
変
更
。
ま
た
、「
海
外
進
出
を
め
ざ
す
中
小
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス（
副
市
長
）」と
の
答
弁
が
あ
り
、
実
態
を
見
な
い

姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　
中
央
卸
売
市
場
第
一
市
場
の
整
備
は
必
要
で
す
が
、
総
事
業
費

6
0
0
億
円
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画
の
精
査
が
必
要
で

す
。

一�

、
安
保
法
制（
戦
争
法
）に
つ
い
て
質
し
た
の
に
対
し
て
、「
国
が
議

論
し
て
結
論
が
出
さ
れ
た
も
の
」と
繰
り
返
し
答
弁
し
ま
し
た
。

「
市
長
は
、
憲
法
守
る
立
場
に
立
つ
の
か
」と
答
弁
を
求
め
た
こ
と

に
対
し
て
、
市
長
は「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
拘
束
な
く
議
論
す
る
こ

と
は
必
要
と
考
え
る
。
憲
法
違
反
か
ど
う
か
は
、
首
長
が
ど
う
こ

う
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
最
高
裁
の
判
断
に
」と
改
憲
の
議
論

を
容
認
す
る
立
場
を
表
明
し
ま
し
た
。

一�

、
意
見
書
に
関
し
て
、「
府（
県
）費
負
担
教
職
員
給
与
費
等
の
権
限

移
譲
に
伴
う
財
源
の
不
足
額
に
つ
い
て
、
国
に
よ
る
適
切
な
財
政

措
置
を
求
め
る
」意
見
書
、「
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
抜
本
強
化
を

求
め
る
」意
見
書
が
全
会
派
一
致
で
、「
保
育
人
材
確
保
対
策
の
推

進
及
び
保
育
の
質
の
確
保
の
た
め
の
取
組
を
求
め
る
」意
見
書
が

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
党
議
員
団
が
提
案
し
た「
地
方

交
付
税
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
導
入
中
止
を
求
め

る
」意
見
書
は
、
他
会
派
の
反
対
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

一�

、
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
は
、
市
議
会
第
二
党
と
し
て
、
市
民

の
命
と
く
ら
し
、
平
和
と
安
全
を
守
る
た
め
に
市
民
の
み
な
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
、
引
き
続
き
積
極
的
な
論
戦
と
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

　
３
月
29
日
に
は
安
保
法
制（
戦
争
法
）が
施
行
さ
れ
ま
す
。
マ
マ

の
会
や
シ
ー
ル
ズ
、
憲
法
学
者
な
ど
市
民
運
動
の
声
に
押
さ
れ
て

全
国
で「
野
党
は
共
闘
」の
流
れ
が
広
が
り
、
参
議
院
選
挙
の
一
人

区
９
選
挙
区
で
選
挙
協
力
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
さ

ら
に
太
く
し
、
戦
争
法
廃
止
、
立
憲
主
義
の
回
復
を
め
ざ
す
国
民

連
合
政
府
の
実
現
に
む
け
て
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

　
７
月
に
迫
っ
た
参
議
院
選
挙
で
は
、
大
河
原
と
し
た
か
弁
護
士

を
先
頭
に
日
本
共
産
党
の
躍
進
を
か
ち
と
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

�

以
　
上
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1818　　人の
市会議員から一言

団長　山中　 渡

副団長・幹事長　井坂 博文

下京区

北　区副団長　北山 ただお 山科区

　予算市会・市長総括質疑での市長答弁。生活保護費
を２年連続して削減して、保護率も下がったことを追
及すると「保護費が減るのは素晴らしいこと」と生活
保護敵視の暴言。この市長の姿勢が職員への圧力とな
り、市民を追い詰めていることがわからないのか！
　公営保育所の廃止・民間保育所への移管を追及する
と「民間に移管して何が悪い」と答弁。担当者は「財
政効率化の一翼を担っている」と許しがたい答弁。こ
りゃあかんわ！

　予算市会本会議、市長総括質疑で違憲の戦争法廃止
と憲法の明文改憲の危険な動きについて質しました。
　自民党の改憲草案は、緊急事態条項を新たに設け、
①首相は法律と同等の政令を定めることができる。②
首相は地方自治体の長に指示することができる。③基
本的人権の制限ができる、などとある。
　これらの事実を示し「市長には憲法遵守義務がある
が見解は」と求めたところ、市長は「首長がどうこう
言う問題ではない」と開き直りました。

　来年、安倍政権は消費税10％増税を狙っています。
私は予算委員会で、市バスや地下鉄、上下水道料金に
増税値上げを行わないこと、政府に対して増税を中止
すること、公営企業は適用除外を求めよと質しまし
た。副市長は「適正に転嫁する」と市民生活に背を向
けています。国民の反対の声に、実施の雲行きも怪し
い情勢ですが、10％増税はきっぱり中止することを
勝ち取るために力を合わせましょう。

明文改憲の危険な動き
憲法遵守義務がある市長の見識を

増税値上げは
ゴメン

「人権より財政健全化、子ども
よりコスト」でいいのか

常任委員会トピックス

●
行
財
政
局

•�

京
都
市
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
水
害
・
土
砂
災
害
編
）（
案
）
に

つ
い
て

●
総
合
企
画
局

•�「
第
２
期
京
都
市
市
民
参
加
推
進
計
画
改

訂
版
骨
子
」に
関
す
る
市
民
意
見
募
集
の

実
施
結
果
及
び
計
画
改
定
版（
案
）に
つ
い

て
●
産
業
観
光
局

•�「
京
都
市
産
業
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン（
仮
称
）」骨

子
案
に
対
す
る
市
民
意
見
募
集
の
結
果
等

に
つ
い
て

•�「
京
都
市
中
央
市
場
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
仮

称
）」骨
子
案
に
対
す
る
市
民
意
見
募
集
の

結
果
等
に
つ
い
て

•�

独
立
行
政
法
人
化
後
の
産
業
技
術
研
究
所

の
役
割
に
つ
い
て

●
所
管
局
な
し

•�

陳
情
審
査
　
平
和
安
全
保
障
関
連
法
の
廃

止
の
要
請
、
辺
野
古
新
基
地
の
建
設
強
行

反
対
の
要
請

●
環
境
政
策
局

•�

京
都
市
地
球
温
暖
化
対
策
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
文
化
市
民
局

•�

京
都
市
個
人
市
民
税
の
控
除
対
象
と
な
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
す
る
寄
附
金

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

•�

区
役
所
事
務
分
掌
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

•�

京
都
市
消
費
生
活
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

•�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

•�

京
都
市
美
術
館
再
整
備
に
係
る
基
本
設
計

案
に
つ
い
て

•�

請
願
審
査
　「
美
術
館
再
整
備
工
事
に
係

る
代
替
施
設
の
確
保
等
」（
留
保
）

•�

請
願
審
査
　「
元
離
宮
二
条
城
東
側
空
間

整
備
基
本
計
画
に
お
け
る
第
２
駐
車
場
整

備
の
白
紙
撤
回
」（
日
本
共
産
党
を
除
く

す
べ
て
の
会
派
の
反
対
で
不
採
択
）

●
保
健
福
祉
局

•�
指
定
管
理
者
制
度
は
福
祉
事
業
に
な
じ
ま

な
い
。
見
直
す
べ
き

•�
児
童
養
護
施
設「
迦
陵
園
」の
現
況
、
前
施

設
長
逮
捕
に
つ
い
て

•�

ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
計
画
、
食
育
推
進

プ
ラ
ン
、
食
の
安
全
安
心
推
進
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

•�

請
願
審
査
　
生
活
保
護
に
お
け
る
住
宅
扶

助
限
度
額
引
き
下
げ
の
撤
回

•�

請
願
審
査
　
敬
老
乗
車
証
の
区
間
拡
大
を

•�

請
願
審
査
　
保
育
・
学
童
保
育
の
充
実
を

（
不
採
択
）

●
教
育
委
員
会

•�

市
立
中
学
生
の
大
麻
取
締
法
違
反
に
よ
る

逮
捕
に
つ
い
て

•�

請
願
審
査
　
全
員
制
の
中
学
校
給
食
の
実

現
を

•�

京
北
地
域
の
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、

充
分
真
摯
に
議
論
を
尽
く
す
べ
き

●
都
市
計
画
局

•�

地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
等
の

制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

•�

京
都
市
建
築
審
査
会
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

•�

請
願
審
査
　
中
京
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

に
つ
い
て（
留
保
）

•�

交
通
不
便
地
域（
桃
山
南
地
域
）の
交
通
対

策
に
つ
い
て

•�

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て

•�

京
都
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
に
つ
い
て

●
建
設
局

•�

緑
化
・
公
園
管
理
基
金
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

•�

一
級
河
川
旧
安
祥
寺
川
改
修
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

•�

疎
開
跡
地
に
係
る
実
態
調
査
の
進
捗
に
つ

い
て

•�

四
条
烏
丸
駐
車
場
の
廃
止
に
伴
う
対
策
に

つ
い
て

•�

請
願
審
査
　
七
条
通
の
拡
幅
整
備
等
に
つ

い
て（
全
会
一
致
で「
採
択
」）

•�

市
道（
里
道
）の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
関

す
る
陳
情
に
つ
い
て

•�

公
園
や
観
光
駐
車
場
に
お
け
る
自
動
販
売

機
の
設
置
に
つ
い
て

•�

高
倉
跨
線
橋
の
改
修
に
つ
い
て

●
消
防
局

•�

火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

•�

窃
盗
に
よ
る
職
員
の
逮
捕
事
案
に
つ
い
て

●
水
道
局

•�

鳥
羽
水
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
、
蹴
上
浄
水

場
の
一
般
公
開
の
開
催
に
つ
い
て

•�

開
閉
栓
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

●
交
通
局

•�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
に
つ
い
て

•�

均
一
区
間
の
拡
大
に
つ
い
て

経
済
総
務
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₆
年
₃
月
₁₇
日
︶

く
ら
し
環
境
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₆
年
₃
月
₁₇
日
︶

教
育
福
祉
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₆
年
₃
月
₁₇
日
︶

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₆
年
₃
月
₁₈
日
︶

交
通
水
道
消
防
委
員
会

︵
₂
₀
₁
₆
年
₃
月
₁₈
日
︶
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18人の市会議員から一言

井上 けんじ 南　区 赤阪　 仁  伏見区くらた 共子 上京区

加藤 あい 左京区河合 ようこ 西京区

玉本 なるみ 北　区

西野 さち子 伏見区西村 よしみ 右京区

　今期１年目はまちづくり委員会に所属して、市営住
宅の空家問題や共益費の問題、浴槽の改修等、交通不
便地域の解消、通学路の安全対策、老朽橋の改修問題、
小栗栖排水機場周辺地域の浸水被害問題等々を議論し
てきました。
　新年度は行財政局、産業観光局、総合企画局、会計
室、選挙管理委員会、防災危機管理室などを所管する
経済総務委員会に所属することになり、委員長に就任
しました。新しい委員会で今年もがんばります。

　市長選の時にきいた「敬老乗車証は今のまま守っ
て」「西京区のバスは不便。運賃高い」「年金減るのに
介護保険料高い」「待機児ゼロって言わないで」の声
を胸に代表質問しました。敬老乗車証は今年９月から
も現行のまま。保育所待機児は「数字上のゼロに留ま
らず」と市長に言わせたのは市民の声と運動です。
　全国でも「保育園落ちた」の発信に共感が広がり、
国を動かした！くらしの実態や願いを声に出し、繋が
れば変えられる。議会の内外で一緒に頑張りたい。

　「待機児童はゼロではない」ことがはっきりしました
（国の再調査では京都市461人の待機児童）。偽りの「ゼ
ロ」を告発し「私だ」と声をあげた当事者のがんばりの
結果です。行政に問われるのはその声にどう応えるかで
す。市会で「保育の質確保を求める意見書」が維新以外
の賛成で採択されました。子どもたちを預かり育む現場
での規制緩和は命に直結するものであり、認められませ
ん。京都市は公営保育所の廃止を中止し、民間の認可保
育所の増設とあわせ十分な整備を行うべきです。

　市長の「リニア」がトーンダウンかと思いきや、今
度は「北陸新幹線」が急浮上。地元負担や並行在来線
への影響とともに、市内のどこを通り京都駅周辺がど
うなるか、等々の前提的条件の可否の検討抜きに、ハ
ナから誘致ありきの姿勢は如何なものか。
　リニア京都駅は地下40ｍといわれ、「北陸」も「大
深度地下の可能性」との答弁。地図に線を引くのは簡
単だが、そこには市民の生活がある。サンダーバード
か米原乗り換えで十分だと思うが。

　「公園の廃止は認められない」。悲痛な住民の声で
す！市長は「残せるよう地域と一体に立本寺に求め
る」と答弁。暮らしの基盤である公園廃止の危機を招
いた市の責任は重大です。
　世界遺産・二条城のコアゾーンを変更し、景観を破
壊する第２駐車場建設に道理はありません。文化財を
後世に引き継ぐ行政の使命を果たせと討論しました。
　ひきつづき住民のみなさんと一緒に、要求実現に力
を尽くします。

　２人の子どもが別々の保育園に行かなくてはならな
いと、不本意入所に涙するお母さん。生活保護行政か
ら「稼働能力不活用」と厳しい就労指導を受け、無理
をして働きすぎて病気が悪化した40代男性など、福
祉が市民を追い詰めています。市民を泣かす福祉行政
に怒りが込み上げます。
　社会福祉の豊かな京都市をつくりたいと心から願
い、実現に向けて力を尽くすことを決意しています。
　2016年度も教育福祉委員として頑張ります。

　今議会では、「京北支援計画」や「宕蔭地域への光
ファイバー布設計画」、「農林業、有害鳥獣対策」、「災
害支援」など、右京区の皆さんに身近なテーマで質疑
をしました。また、議員として地域の皆さんから寄せ
られたご意見を元に議会で質疑をしました。
　補正予算では「議員報酬引き上げに反対する等」の
内容で討論をし、市民生活が厳しいなか、引き続き議
員報酬が10％削減されることになりました。

　公営企業の予算特別委員会に出ていたのですが、そ
の場でわが党議員は「消費税10％への増税は反対せ
よ。たとえ強行されても、上下水道料金や市バス・地
下鉄の運賃は値上げするな」と追及。当局は「増税は
国のやること。値上げではなく、転嫁するだけ」と答
弁。まさに責任を国に転嫁している無責任な態度は許
せない。京都市が上げたら、公共料金が他にも上がる
やないか。責任は重大。

市民を泣かせない！
福祉の充実を！

議員報酬引き上げに
反対討論

そんなに急いで
どこへ行く

仁和公園の存続、二条城北西
駐車場計画の撤回を求めて！

値上げではなく、
転嫁です、 って！？

経済総務委員長に
就任しました

『待機児はゼロではない』。公営保育所
廃止やめ、 認可保育所の十分な整備を！

実態や願い…
声を上げよう！
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18人の市会議員から一言

ひぐち 英明 左京区平井 良人 中京区

山本 陽子  山科区

山田 こうじ 右京区やまね 智史  伏見区

森田 ゆみ子  南 区 ほり 信子  右京区

　「保育園に落ちた」ブログをきっかけに、当事者が
怒りの声を上げました。市議会で、国の待機児童の基
準は実態を捉えていないと訴えていたら、国会でも日
本共産党田村智子参議院議員が取り上げて、国の定義
に含まれない待機児童がさらに６万人いることが分か
りました。保育士の処遇改善も急務です。
　京都市は独自の上乗せで国基準の1.4倍の賃金と言
いますが、実態は違います。保育士の賃金をしっかり
と保障するプール制の復活が必要です。

　市民の願いをかなえるために新しい市長をとがんば
った市長選でしたが、残念な結果になりました。
　２月議会では前にもまして市民の声を聞かない市の
態度に憤慨しつつも共産党市会議員団18人で力を合
わせてみなさんの声を届けています。
　今回は京都市美術館の改修工事に伴う３年間もの休
館に対して「部分的に開けて文化都市としての責任を
果たせ」と追及、また「働く女性の推進に対する政策
には働く男性の応援こそ重要」と追及しました。

　２月市会では、市長総括質疑を行い、高すぎる国民
保険料の引き下げと全員制の中学校給食を計画的に取
り組むよう質しました。
　予算特別委員会では、教育委員会が進める小中一貫
校問題を取り上げました。向島小中一貫校の運動場の
面積が標準より不足していること、京北地域について
は住民合意ができていないことを訴えました。
　１年間の議会活動を通して、市民の切実な声を取り
上げ協力共同することが要求実現の道と実感しました。

　１カ月以上続いた予算市会が終わりました。初めての
市長総括質疑、無我夢中で取り組みました。給付制奨学
金、非正規雇用問題の解決など京都市の後ろ向きな姿勢
を質しました。
　同時に、ブラックバイト問題では、前進面がありまし
た。青年を中心とする運動と連動し、３月18日に京都府
と労働局、京都市でブラックバイト対策協議会が結成さ
れ、その具体化としてブラックバイトに関する窓口をキ
ャンパスプラザに拡充することを質問の中で答えました。

　予算議会で、景気状況について質した。「金融緩和
や財政政策、成長戦略を柱とする経済政策により、緩
やかな景気回復が続いている」との認識だった。
　昨年10～12月期のGDPはマイナス0.3％。アベノ
ミクスの破綻は明らかになっている。増税に苦しむ市
民・中小零細企業の営業と暮らしの実態に目をふさぐ
ものであった。中小零細業者の現場の生の声も示し、
「京都経済の宝、中小企業支援を」と中小企業振興基
本条例の制定を求めた。

　初めて本会議での代表質問に立ち、原発問題につい
て京都市の姿勢を徹底追及しました。予算特別委員会
の水道局質疑では、原発事故による琵琶湖や水道水汚
染について取り上げました。福井県の高浜原発では放
射能に汚染された冷却水が漏れ出し、再稼動した直後
に原子炉が緊急停止するなど、深刻な事態が続いてい
ます。このもとで再稼動など絶対に認められません。
　大津地裁決定を真摯に受け止め、今こそ京都市も原
発ゼロへ政治決断を！

　残念ながら、門川市長のもとでの予算議会となりま
した。経済の再生に関しての質疑の中で、「景気が回
復しているのは大企業で、中小企業は苦しい状況」と
いう認識を担当部長が示しました。市の担当職員も、
事実上アベノミクス＝トリクルダウン論の破たんを認
めています。
　京都経済の再生のためには、これまでの外部大企業
呼び込み型の経済政策を転換し、賃上げと地元中小零
細業者の支援を徹底的に行うことが求められています。

初めての代表質問
原発ゼロへ政治決断を求める

ブラックバイト問題で
前進面が

景気は回復していない アベノミクスの破たんを
事実上認める答弁

「保育園に落ちた」 怒りの声
保育士の処遇改善も急務

高すぎる国保料の引き下げ
全員制の中学校給食実施を

女性の活躍推進には
男性の応援こそ重要［申し入れ］  保育園・待機児童問題について

 （2016/04/14）
［声　　明］   2 月市会を終えて（2016/03/25）
［団長見解］  2016年度京都市予算案の発表に

あたって（2016/02/17）
［団長談話］  京都市地下鉄車両内の自衛官候補

生募集広告掲示について
 （2016/01/28）
［申し入れ］  市役所による「ぐるみ」選挙活動

を行わないよう求める
 （2016/01/07）

新着情報（見解・声明など）New

全文は、市議団ホームページをご覧ください。



新しい委員会の所属が決まりました。 （◎委員長　○副委員長）
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